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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　網膜の試験を行うコンピュータ実装された方法であって、
　走査レーザ検眼鏡を用いて目の眼底の正面を向いた画像を取得するステップと、
　操作者に正面を向いた画像を表示するステップと、
　前記正面を向いた画像上に操作者が動作可能な断面線を表示するステップと、
　光コヒーレンス断層撮影法を用いて前記表示された断面線に沿って断面画像を取得する
ステップと、
　前記正面を向いた画像の傍らで整列した前記断面画像を同時に表示するステップと、
　前記断面画像上で関心のある点にマークを置く操作者入力を受けるステップと、
　前記関心のある点が前記断面画像上でマークが置かれた点にマッピングされるように、
前記正面を向いた画像上で対応の点に前記関心のある点を自動的に表示するステップと、
　マイクロ視野測定試験のための刺激場所として、前記正面を向いた画像上に前記対応の
点を提供するステップと
　を具備することを特徴とするコンピュータ実装された方法。
【請求項２】
　前記正面画像および断面画像は、二重走査レーザ検眼鏡／光コヒーレンス断層撮影装置
を用いて取得されることを特徴とする請求項１に記載のコンピュータ実装された方法。
【請求項３】
　操作者が動作可能な断面線は、マウス動作に応答することを特徴とする請求項１に記載
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のコンピュータ実装された方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、眼科診断検査の分野に関し、特に、マイクロ視野測定を行う方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　マイクロ視野測定は、患者の視覚機能を検査するために眼科学において用いられる良く
知られた診断検査である。患者の光反応性を検査するために、関心のある部位に刺激が提
起される。すべてのマイクロ視野測定検査は、走査レーザ検眼鏡（ＳＬＯ）、眼底ビデオ
・カメラまたは他の幾つかの類似の技術のいずれかからの幾つかの種類の眼底像に基づい
ている。目の眼底は、レンズ（水晶体）の反対側の目の内部表面であり、網膜、視神経円
板、網膜黄斑、及び後極を含んでいる。
【０００３】
　眼底像を用いて、操作者は、標準の視野測定パターンまたは手動で生成される視野測定
パターンのいずれかを提起することができる。視覚機能を検査することを試みるとき、操
作者は、潜在的に問題の有る領域として見られ得るものの回りの視野測定点を提起するた
めに、眼底像を用いることができる。この技術は、多くの病状が眼底像に見えず、代わり
に、大容量の網膜組織が画像化されるとき、すなわち、網膜組織が断面で眺められるとき
に病状が見られ得るだけであるという点において極めて制限される。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明によれば、三次元画像装置を用いて得られる三次元大容量画像情報が、関心のあ
る点を選択するために操作者によって走査される。対応の点は、次に、関心のある眼底も
しくは部位の対応の正面を向いた画像にマッピングされる。この種の大容量の情報を収集
するために、光コヒーレンス断層撮影法（ＯＣＴ）が理想的に適している。しかしながら
、大容量の網膜情報を収集することができる任意の他の技術が用いられることができ、例
えば、ＭＲＩも適しているであろう。
【０００５】
　光コヒーレンス断層撮影法（ＯＣＴ）は、適度に高濃度の網膜組織情報を収集するため
に用いることができる走査技術である。ＯＣＴは、例えば米国特許第６，７６９，７６９
号に記載されており、その内容は参照によりここに組み込まれる。ＯＣＴは、目の網膜の
三次元画像が得られるのを許容する。
【０００６】
　マイクロ視野測定は、患者の目の動きを追跡するために、幾つかの種類の眼底像を必要
とし、それ故、刺激の提示が一貫して同じ場所に配置される。操作者が、関心のある点を
見つけてマイクロ視野測定で検査するために大容量の情報を通して見、大容量の網膜像内
において関心のあるこれらの部位を選択し、そして次に、これらの点を眼底上の対応の場
所にマッピングした後、マイクロ視野測定試験を開始することができる。これを行うため
に、下にある大容量の網膜像と完全にもしくは少なくとも非常に良く整列した眼底画像が
必要である。マッピングは、コンピュータによって自動的にまたは操作者によって手動で
行われ得る。
【０００７】
　眼底写真または眼底ビデオ画像がこれのために良く適しているであろう。組み合わされ
たＳＬＯ－ＯＣＴ機械からのＳＬＯ画像は、その高い詳細のためにかつ大容量網膜ＯＣＴ
画像への殆ど自動的な記録のために理想的であろう。
【０００８】
　さて、添付図面を参照して本発明を例としてのみ一層詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
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【０００９】
【図１】上にある眼底画像と一緒に大容量の情報を示す二重ＳＬＯ／ＯＣＴ画像である。
【図２】本発明による方法の動作を示すフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１は、目の眼底の正面を向いた画像と、該正面を向いた画像の側及び下に示されるＯ
ＣＴによって得られる断面画像とを示す。右側の画像は、垂直軸に沿って取られた断面で
あり、下の画像は、水平軸に沿って取られた断面である。このような画像は、ＯＣＴ装置
のディスプレイ画面上に表示され得る。
【００１１】
　ＳＬＯ／ＯＣＴ装置の場合においては、正面を向いた画像はＳＬＯ（走査レーザ検眼鏡
）を用いて得られ、断面画像は、ＯＣＴによって得られる。
【００１２】
　動作において、操作者は、主画像の右及び下の断面ＯＣＴ画像を見て、関心のある点、
例えば病的な状態が認められ得る特定の点、を見つける。操作者は、次に、これらの点を
、マウスで指し示してクリックすることにより、選択する。ＯＣＴ装置の部分を形成する
コンピュータは、断面画像におけるこれらの点に自動的に（Ｘで示される）マークを置き
、そして正面を向いた眼底画像上に対応の点を現出させる。このことは、標準のＯＣＴ／
ＳＬＯ装置、例えばＯｐｈｔｈａｌｍｉｃ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ　Ｉｎｃ（ＯＴＩ
）によって販売されている二重ＯＣＴ／ＳＬＯアナライザ、におけるコンピュータで達成
され得る。
【００１３】
　図２は、マイクロ視野測定試験を行う際に携わらせられるステップを示す。ステップ１
０において、操作者は、二重ＯＣＴ／ＳＬＯ装置を用いて網膜の正面を向いたＳＬＯ画像
を生成する。ステップ１２において、操作者はマウスを用いて、正面を向いた画像上に断
面線を置く。二重ＯＣＴ装置は、次に、正面を向いた画像の傍らに対応の断面図を示す。
垂直断面は右に示され、水平断面は下に示される。マウスを動かせば、画面に渡って断面
線を水平及び垂直に動かす。
【００１４】
　ステップ１４において、操作者は、正面を向いた画像と整列した対応のＯＣＴ画像を観
察して、関心のある点を探す。ステップ１６において、操作者は、次に、断面線を動かし
、対応の断面画像を見、関心のある追加の点を識別し、正面を向いた画像上にそれらの点
をマーキングし、従って、それらは、断面画像上に識別された点にマッピングされる。
【００１５】
　ステップ１８において、操作者は、次に、断面画像を用いて、正面を向いている画像上
に関心のあるものとして識別されていた点に対して刺激を提起する通常の視野測定検査を
行う。
【００１６】
　代替的な実施形態において、操作者は、断面画像における点を、手動で、正面を向いて
いる画像における対応の点にマッピングし得る。
【００１７】
　操作者は、次に、標準の視野測定検査を行うための基礎として、正面を向いている画像
における関心の或る部位を取り巻く視野測定マークを用いる。
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